
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア

超音波診断装置ＧＭ―Ｐ００Ａ
審査委員会特別賞

　
高
血
圧
・
肥
満
・
脂
質
異

常
―
。
英
国
の
医
学
誌
ラ
ン

セ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
現
在
、

世
界
全
体
で

億
６
０
０
０

万
人
が
過
体
重
、
５
億
人
が

肥
満
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
血
圧
数
値
も
、
米
国
・

西
欧
で
正
常
値
に
も
ど
り
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
上
昇
傾

向
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況

が
招
く
の
は
、
心
血
管
疾
患

や
脳
卒
中
・
脳
梗
塞
な
ど
の

循
環
器
系
の
疾
患
で
、
今
や

世
界
で
も
っ
と
も
多
い
死
亡

要
因
で
あ
る
。

　
一
方
、
こ
れ
ら
循
環
器
系

疾
患
の
罹
患
リ
ス
ク
を
軽
減

り
か
ん

さ
せ
る
の
に
有
効
な
の
が
、

血
管
の
動
脈
硬
化
の
進
行
程

度
を
測
定
、
経
過
を
観
察
す

る
予
防
医
療
だ
。
中
で
も
頸け

い

動
脈
は
動
脈
硬
化
に
な
り
や

す
い
部
位
で
あ
る
と
と
も

に
、
エ
コ
ー
で
観
察
し
や
す

い
位
置
に
あ
る
。
頸
動
脈
エ

コ
ー

Ｉ
Ｍ
Ｔ
測
定

は
、

今
後
世
界
規
模
で
増
え
る
で

あ
ろ
う
医
療
行
為
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
ま
で
の
Ｉ
Ｍ
Ｔ

測
定
は
手
順
が
煩
雑
で
計
測

に
時
間
が
か
か
る
上
、
操
作

者
の
技
量
に
依
存
し
、
計
測

値
の
再
現
性
が
十
分
で
な

い
、
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、

診
察
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

高
額
超
音
波
診
断
装
置
を
備

え
て
い
る
大
病
院
や
、
専
門

病
院
に
限
ら
れ
て
い
た
。
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
が

開
発
し
た
「
超
音
波
診
断
装

置
　
Ｇ
Ｍ
―

Ｐ
０
０
Ａ
」

は
、
独
自
の
超
音
波
エ
コ
ー

の
信
号
処
理
に
基
づ
く
、
自

動
測
定
機
能
を
搭
載
。
Ｉ
Ｍ

Ｔ
測
定
の
時
間
短
縮
と
高
精

度
・
高
再
現
性
に
注
力
し
、

専
門
医
や
熟
練
し
た
検
査
技

師
の
い
な
い
中
小
病
院
で
も

使
用
で
き
る
よ
う
開
発
し
、

よ
り
多
く
の
人
が
Ｉ
Ｍ
Ｔ
測

定
を
受
け
ら
れ
る
環
境
作
り

に
貢
献
し
て
い
る
。

　
同
製
品
に
は
、
一
貫
性
の

あ
る
再
現
可
能
な
Ｉ
Ｍ
Ｔ
測

定
を
実
施
す
る
た
め
、
五
つ

の
独
自
機
能
を
装
備
し
て
い

る
。
一
つ
目
が
「
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ

　
Ｒ
Ｏ
Ｉ
機
能
」
だ
。
受
信

し
た
信
号
か
ら
頸
動
脈
の
奥

行
き
を
自
動
検
知
。
Ｉ
Ｍ
Ｔ

―
Ｒ
Ｏ
Ｉ
の
上
辺
を
、
頸
動

脈
の
中
心
位
置
に
、
自
動
で

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
つ
目
が
「
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
　
Ｔ

ｒ
ｉ
ｇ
ｇ
ｅ
ｒ
機
能
」
だ
。

頸
動
脈
の
内
径
変
化
を
継
続

的
に
測
定
。
次
の
心
拡
張
末

期
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
出
す

る
。
三
つ
目
が
「
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ

　
Ｉ
Ｍ
Ｔ
測
定
機
能
」
。
心

拡
張
末
期
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

基
づ
い
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｔ
値
を
計

算
し
、
表
示
を
更
新
し
て
い

く
。
四
つ
目
が
「
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ

　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
ｚ
ｅ
機
能
」

で
、
Ｉ
Ｍ
Ｔ
測
定
の
品
質
指

標
が
、
所
定
の
閾
値
に
達
し

い
き
ち

た
時
点
で
、
画
像
を
確
定
す

る
。
五
つ
目
が
「
プ
ロ
ー
ブ

角
度
表
示
機
能
」
。
プ
ロ
ー

ブ
の
地
面
に
対
し
て
の
角
度

を
表
示
し
、
画
像
と
Ｉ
Ｍ
Ｔ

値
と
と
も
に
保
存
す
る
。
次

回
ス
キ
ャ
ン
す
る
際
に
、
簡

単
に
プ
ロ
ー
ブ
を
同
じ
角
度

に
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
従
来
比
約
３
分
の
１
の

診
断
時
間

約
５
分

が
実

現
可
能
と
な
っ
た
。

　

液
晶
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

に
は
操
作
手
順
に
従
っ
た
ボ

タ
ン
レ
イ
ア
ウ
ト
が
施
さ

れ
、
自
動
測
定
技
術
を
基
盤

と
し
た
直
感
的
操
作
環
境
が

構
築
さ
れ
て
い
る
。
モ
ニ
タ

ー
中
央
に
配
置
さ
れ
た
読
影

画
像
は
タ
ッ
チ
ペ
ン
で
直
接

マ
ー
キ
ン
グ
が
可
能
で
あ

る
。

　
小
規
模
診
療
所
や
ク
リ
ニ

ッ
ク
な
ど
に
も
設
置
で
き
る

造
形
処
理
は
、
専
用
ス
タ
ン

ド
に
よ
る
卓
上
設
置
と
機
動

性
に
配
慮
し
た
カ
ー
ト
設
置

の
選
択
が
可
能
。
装
置
構
成

要
素
を
液
晶
モ
ニ
タ
ー
本
体

に
納
め
た
コ
ン
パ
ク
ト
設
計

だ
。

　
エ
コ
ー
振
幅
を
、
点
の
明

る
さ
と
し
て
表
示
す
る
Ｂ
モ

ー
ド
を
そ
な
え
た
同
製
品

は
、
検
査
結
果
を
基
に
作
成

さ
れ
る
「
心
血
管
疾
患
リ
ス

ク
判
定
レ
ポ
ー
ト
」
と
と
も

に
、
Ｉ
Ｍ
Ｔ
測
定
普
及
・
拡

大
の
突
破
口
と
な
る
仕
上
が

り
を
み
せ
て
い
る
。
動
脈
硬

化
検
査
を
身
近
に
し
た
こ
と

で
、
予
防
医
療
や
医
療
費
抑

制
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
き

な
医
療
貢
献
を
果
た
す
こ
と

が
期
待
で
き
る
と
同
時
に
、

医
療
診
断
装
置
業
界
に
一
石

を
投
じ
る
製
品
と
し
て
、
今

後
の
展
開
が
多
い
に
期
待
さ

れ
る
。

堀
場
製
作
所

ポータブルガス分析計ＰＧ―３００シリーズ
審査委員会特別賞

　
１
９
６
０
年
に
三
重
県
四

日
市
市
で
ぜ
ん
そ
く
患
者
が

急
増
し
た
事
件
は
、
四
日
市

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
か
ら
発
生
し

た
大
気
汚
染
物
質
が
原
因
と

さ
れ
、
後
に
「
四
日
市
公

害
」
と
し
て
国
に
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
事

件
を
契
機
に
、
日
本
は
公
害

対
策
基
本
法
、
大
気
汚
染
防

止
法
、
環
境
基
本
法
な
ど
、

我
々
の
健
康
と
環
境
を
守
る

法
制
度
を
次
々
に
整
え
て
い

く
。
流
れ
は
欧
米
も
同
じ

だ
。
英
国
ロ
ン
ド
ン
で
は

年

月
に
濃
霧
が
発
生
し
、

大
気
汚
染
物
質
が
４
日
間
、

市
内
上
空
へ
滞
留
し
た
。
そ

の
影
響
は
呼
吸
困
難
や
目
・

の
ど
へ
の
刺
激
、
気
管
支
炎

な
ど
１
万
人
以
上
に
も
及
び

「
ロ
ン
ド
ン
ス
モ
ッ
グ
事

件
」
と
呼
ば
れ
、
大
気
汚
染

の
怖
さ
を
世
界
に
知
ら
し
め

た
。
発
電
所
や
重
工
業
分
野

の
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
ガ

ス
に
は
、
多
く
の
大
気
汚
染

物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
現

在
日
本
を
含
む
世
界
で
は
、

法
制
度
に
よ
り
排
出
量
が
厳

重
に
規
制
さ
れ
て
い
る
。
よ

り
ク
リ
ー
ン
な
排
ガ
ス
を
目

指
す
企
業
を
相
手
に
、
燃
焼

排
ガ
ス
分
析
計
の
活
躍
の
場

は
多
い
。

　
ガ
ス
分
析
計
は
、
長
期
連

続
測
定
を
行
う
定
置
型
と
、

現
場
で
の
多
点
測
定
を
行
う

可
搬
型
の
２
タ
イ
プ
に
分
類

さ
れ
る
。
定
置
型
分
析
計
は

可
搬
型
と
比
べ
て
高
精
度
分

析
を
得
意
と
す
る
が
、
欧
州

で
は
可
搬
型
に
も
定
置
型
同

レ
ベ
ル
の
測
定
精
度
を
求
め

る
傾
向
に
あ
る
。
堀
場
製
作

所
の
「
ポ
ー
タ
ブ
ル
ガ
ス
分

析
計
　
Ｐ
Ｇ
―
３
０
０
シ
リ

ー
ズ
」
は
、
可
搬
型
分
析
計

最
多
の
成
分
分
析
を
よ
り
高

精
度
に
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
発
さ
れ
た
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
一
番
の
特
徴

は
、
分
析
範
囲
を
拡
張
し
た

点
だ
ろ
う
。
磁
気
ダ
ン
ベ
ル

式
の
酸
素
Ｏ
２

計
と
メ
タ

ン
Ｃ
Ｈ
４

計
を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
。
Ｏ
２
計
は
Ｏ
２
の
他

に
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

、

一
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

、
二

酸
化
硫
黄

Ｓ
Ｏ
２

、
窒

素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

な
ど

最
大
５
成
分
の
同
時
測
定
を

可
能
に
し
て
い
る
。
一
方
、

メ
タ
ン

Ｃ
Ｈ
４

計
は
Ｃ

Ｏ
、
Ｃ
Ｏ
２
、
Ｏ
２
な
ど
最

大
４
成
分
が
同
時
計
測
可

能
。
バ
イ
オ
マ
ス
計
測
で
の

活
躍
を
想
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
軽
量
化
に
も
尽
力

し
た
。
本
体
は
従
来
機
比

％
の
計
量
化
に
成
功
し
、
Ｏ

２
仕
様
の
５
成
分
計
で
は

に
重
量
を
抑
え
、
機
動

性
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。
「
一

目
見
た
だ
け
で
性
能
の
良
さ

が
伝
わ
る
デ
ザ
イ
ン
に
し
た

い
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
、
「
堅
牢
で
軽
快
で
優

け
ん
ろ
う

し
い
雰
囲
気
」
を
持
ち
合
わ

せ
る
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
し
た

同
製
品
は
、
筐
体
部
分
を

き
ょ
う
た
い

ア
ル
ミ
板
金
加
工
で
保
護

し
、
通
気
口
保
護
目
的
で
樹

脂
製
ガ
ー
ド
を
液
晶
パ
ネ
ル

外
周
と
本
体
両
側
面
に
配
置

し
、
全
体
的
に
一
体
感
あ
る

仕
上
が
り
と
な
っ
た
。

　
省
電
力
化
も
重
要
で
あ

る
。
高
性
能
を
維
持
し
な
が

ら
、
通
常
使
用
電
力
を
従
来

機
２
５
０

か
ら
１
６
０

ま
で
低
減
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
を
抑
え
た
。
ま

た
、
使
用
前
の
暖
機
時
間

を
、
従
来
機
で
は

分
か
か

っ
て
い
た
も
の
を

分
ま
で

短
縮
。
測
定
準
備
時
間
の
減

少
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
外
で
の
計
測
が
前
提
の
同

製
品
は
、
よ
り
手
軽
で
簡
単

な
操
作
性
が
要
求
さ
れ
る
。

本
体
前
面
上
部
に
は
、
６
・

８

液
晶
カ
ラ
ー
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
が
配
置
さ
れ
、

表
示

成
分
数
の
切
り
替
え

測
定

数
値
と
グ
ラ
フ
の
表
示
切
り

替
え

画
面
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー

装
置
ス
テ
イ
タ
ス
の
カ
ラ

ー
表
示

ガ
イ
ド
ア
イ
コ
ン

に
よ
る
操
作
説
明
―
と
い
っ

た
内
容
が
機
能
的
に
整
理
さ

れ
、
イ
ー
ジ
ー
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
実
現
し
て
い
る
。
ま

た
、
従
来
製
品
は
計
測
値
の

デ
ー
タ
管
理
に
パ
ソ
コ
ン
を

必
要
と
し
て
い
た
が
、
同
製

品
で
は
Ｓ
Ｄ
メ
モ
リ
ー
カ
ー

ド
に
デ
ー
タ
を
記
録
で
き
、

煩
雑
さ
を
解
消
。
さ
ら
に
Ｌ

Ａ
Ｎ
経
由
で
遠
隔
操
作
も
可

能
に
し
た
。

　
欧
州
の
国
際
的
第
三
者
認

証
機
関
テ
ュ
フ
・
ラ
イ
ン
ラ

ン
ド
の
認
証
を
は
じ
め
、
中

国
・
ロ
シ
ア
・
英
国
な
ど
各

国
の
認
証
を
取
得
済
み
の
同

製
品
は
、
８
カ
国
の
多
言
語

対
応
に
よ
り
、
測
定
エ
リ
ア

を
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に
広
げ

て
、
世
界
の
大
気
を
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

第４２回機械工業デザイン賞

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ７月２６日 木曜日 　　


